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1 はじめに

大気圧プラズマ照射による植物の種子発芽お

よび成長誘導効果に関する作用機序解明は端緒

についたばかりである[1]。これまでに電子スピン

共鳴(ESR)分光法を用い、複数の植物の種子中の

Fe3+、有機ラジカル、Mn2+の検出に成功している

[2]。かいわれ大根種子への誘電体バリア放電

（DBD）照射により、灰色の種子では有機フリー

ラジカルの強度が上昇し、茶色の種子では変化し

ないことを明らかにした[3]。本研究では、カイワ

レダイコン種子へのプラズマ照射効果について、

種皮の色及び貯蔵（老化）の影響について調べた

[4]。 

 

2 実験方法 

大気圧空気誘電体バリア放電照射前後の ESR

信号を測定した。種子へのプラズマ照射は 3分間

とした。電圧は 13 kVpp、周波数は 14.4 kHzとし

た。種子－電極間距離は 5 mmとした。種子への

活性酸素・窒素種（以下、RONS）暴露量は文献[5]

と同様と考えられる。ESR 測定条件は、温度は

113K、マイクロ波電力は 2.15mW、変調周波数は

100kHz、磁場範囲は 0-5000 Gとした。測定は 6回

繰り返し、これを 3回分平均化したスペクトルを

得た。１度のESR測定で10粒の種子を測定した。 

 

3 結果・考察 

プラズマ照射による新しい ESR ピークの出現

は見られなかったが、観察された ESRピーク強度

に有意な差がみられた。図１にプラズマ照射前

(control)および後(plasma)の Fe3
+の ESR ピーク強

度を示す。図１からプラズマ照射による Fe3
+の

ESRピーク強度の上昇が示された。続いて 2017年

に収穫された茶色と灰色の種子の場合、対照と比

較してプラズマ処理後に上昇した。さらに、プラ

ズマ処理後の灰色の種子の強度の上昇度合いは、

茶色のものより高かった。同様の結果が 2018 年

収穫の種子においても示された。したがって、プ

ラズマ照射は種子に含まれる生化学分子を酸化

修飾することが明らかとなった。 

 

4 まとめ 

本予稿では、プラズマ処理前後のかいわれ大根

種子の ESR信号強度の変化から、プラズマ照射に

よる植物種子内の生化学分子の酸化作用を実験

的に明らかにした。本発表では、本予稿で述べた

結果を発芽率やホルモン解析、元素分析手法に関

連付けて議論する。 
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Fig. 1 ESR intensity at g = 4 before and after plasma 

irradiation. Star, *, shows a statistically significant 

difference from control group (p < 0.05). 
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